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日本での興味深い体験
カルロス・マヤ
カルチャー・ショック
外国人のみた日本
CarlosMaya
出身地：メキシコ
所属：シロアナ自治大学教授
日本滞在：2008年２月～10月
　私が初めて日本文化に接したのは、メキ
シコで空手を学び始めた十代の頃である。この経験が禅宗、そして十分に理解 きなかったものの、何冊かの本へと私を導いた。数年後、私は独力で日本語の勉強を試みたが、結果はとても不満足なも だった。ついに六年前、日本人の先生から日本語の授業を受けられるようになった。実際にはこれが最初の日本文化と 接触だった。こ経験により、頭でだけ知っ いたすべてのことの人間的な側面を教えられた。
　しばらくして私は日本へ行ってみたく
なった。妻と私は東京で三週間の日本語コースをとり、さらに一週間を旅行で過ごした。言うまでもなく、会う人すべてが親切でやさしく好意的なこと 、私たちは魅入られてしまった。私たちの日本語 先生の家族が彼らの家でしてくれるように 通りでもすべての人が親切で、進んで私たちの手助けをしてくれた。
　メキシコに帰国後、日本にもっと長 滞
在したいと思うようになっ その機会はある日アジア経済研究所（ＩＤＥ）の存在を知ったことで訪れた。 ぐにインターネットで探索し、客員研究員プログラムのことを知った。日本に行く時は、生まばかりの息子を連れて旅することになりそ
うであった。
　時は経ち、妻のアルマ、息子のカルロ・
ジョルダーノ、そして私は八カ月の滞在予定でついに日本に来た。すでに三カ月目に入り、毎日、多くの興味深い経験を積んでいる。私にはとても特別に見えるそのうちのいくつかをあげてみよう。
　私は鍵を持ち歩く必要がない。私たちが
住んでいるアパートのドアは電子式で、中に入るにはキーボード 番号を打ち込むだけでいい。これは高度な技術発展の証しである。しかしＩＤＥでも私は鍵を使 必要がない。ここではすべてがオ プンで 私物を心配せず 置いたままにすることができる。これは技術ではなく、倫理的、文化的発展の証しである。すべて 人が他人の持ち物、そしてスペースま をも尊重する。この点について次のことを付け加えたい。ほかのメキシコのよう 国では騒々しい隣人は常に大問題である。また、 建物、 オフィス、店、公共の乗り物、通り、劇場、映画館、 図書館、 教室等々 いたるところ 騒々しい人々がいる。ほかの国から来た人々が日本人からこれらのマナーを学ぶことがきればい と思う。
　ここで述べたい二つ目の興味深いことが
らは、地下鉄、電車、そしてバスでも、乗
客が口数少なく静かなばかりか、熟睡する人までいることである。仕事がとても厳しい、移動時間が長いなど説明はできる。事実そうであるが、日本がとても安全な国であるからとも説明できる。彼らは、ほ の国では不幸にも日常茶飯事 なった襲撃、盗み、もろもろの暴力行為を心配することなく眠れるのである。
　もちろん日本には私が嫌いな事柄や傾向
もある。子供の自殺は の最た ものだ。もう一つは過労死だ。超過労働の不払いも嫌いだ。若い女性の、内側に曲がった膝を見ると悲しくなる。中でも最悪な は毎年子供が少なくなることだ。もしこの傾向が続けばこの国の未来は暗い。この事 は愛情が低下しつつあることをも意味す だろうか。どんなに物質生活が発展し洗練されていても人は愛なしには生きられないのだが。
（海外客員研究員／訳＝星野妙子）
